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第3問（記述問題）

問1 問2(1)

2次関数は

𝑓 𝑥 = 3𝑥2 − 6𝑥 + 3 = 3 𝑥 − 1 2 0 ≦ 𝑥 ≦ 3

と変形できることから、この曲線 y = f ( x ) は

頂点 (1,0) をもつ下に凸の放物線である。

よって、

f ( 0 ) = 3、f ( 1 ) = 0、 f ( 3 ) = 12

であるから、この関数は

x = 1 のとき最小値 y = 0、

x = 3 のとき最大値 y = 12 をとる。

曲線上の点 ( t, 3( t - 1 )2 )を通る接線の方程式

は

𝑦 = 6 𝑡 − 1 𝑥 − 𝑡 + 3 𝑡 − 1 2

= 3 𝑡 − 1 2 𝑥 − 𝑡 + 𝑡 − 1
= 3 𝑡 − 1 2𝑥 − 𝑡 − 1

である。

点 ( 2, 0 ) を通ることから、

3 𝑡 − 1 2 × 2 − 𝑡 − 1 = 3 𝑡 − 1 3 − 𝑡 = 0。

よってt = 1, 3 である。

したがって、2つの接線の方程式は

𝑦 = 0, 𝑦 = 3(3 − 1)(2𝑥 − 3 − 1) = 12(𝑥 − 2)

である。

解答例



第3問（記述問題）

問2(2)

Sは1≦ x ≦ 3において曲線、2点(2,0),(3,12)を結ぶ線分そしてx軸で囲む面積

であるから

𝑆 = න
1

3

𝑓 𝑥 𝑑𝑥 −
1

2
× 1 × 12 = 𝑥3 − 3𝑥2 + 3𝑥 1

3 − 6 = 8 − 6 = 2


